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様 式 第 ５ 号 (第 １ ５ 条 関 係 ) 

審議会会 議録  

審 議 会 等 の 名

称  
第 １ 回  瑞 穂 市 新 庁 舎 建 設 検 討 委 員 会  

開 催 日 時  
令 和 ４ 年 ７ 月 ２ １ 日 (木 曜 日 ) 

午 後 ６ 時 ０ ０ 分 か ら 午 後 ７ 時 ５ ５ 分  

開 催 場 所  瑞 穂 市 役 所  穂 積 庁 舎 ３ 階  第 １ 会 議 室  

議 題  １ ） 新 庁 舎 建 設 に 向 け て の 現 状 と 今 後 の 予 定 に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

 

出 席 委 員  １ １ 名  

清 水 隆 宏 会 長 、 鏡 圭 佑 副 会 長 、 塚 本 明 日 香 委 員 、  

吉 田 敏 之 委 員 、 坂 本 正 雄 委 員 、 長 尾 ア ツ 子 委 員 、  

林 善 太 郎 委 員 、 辻 正 益 委 員 、 赤 尾 達 也 委 員 、  

清 水 由 光 委 員 、 林 亜 紀 子 委 員  

 

欠 席 委 員  

 小 森 秀 夫 委 員  

 

公 開 ・ 非 公 開

の  

区 分  

(非 公 開 理 由 ) 

公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数  ４ 人  

審 議 の 概 要  

 

 

 

 

開 会  

 

・ 委 嘱 状 交 付  

 

・瑞穂市審議会等の設置、運営等に関する要綱第１１条により、公開することとし、

傍聴希望者４名の入室を許可した。 

 

・ 市 長 挨 拶  

 

・ 各 委 員 の 自 己 紹 介  

 

・ 委 員 総 数 １ ２ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る １ １ 名 の 出 席 が あ り 、 瑞 穂 市 附 属

機 関 設 置 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 に 基 づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ と を 宣 言 し

た 。  

 

・ 会 長 ・ 副 会 長 の 選 出  

会 長 に 清 水 隆 宏 委 員 、 副 会 長 に 鏡 圭 佑 委 員 を 選 出 し た 。  
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・ 市 長 諮 問  

（ 市 長 ）  

瑞 穂 市 新 庁 舎 建 設 基 本 計 画 の 策 定 に つ い て の 諮 問 書 を 会 長 に 手 渡 し た 。  

 

・ 市 長 退 席  

 

議 事 （ １ ） 「 新 庁 舎 建 設 に 向 け て の 現 状 と 今 後 の 予 定 に つ い て 」  

【 会 長 】  

・ 議 事 １ の 新 庁 舎 建 設 に 向 け て の 現 状 と 今 後 の 予 定 に つ い て 、 事 務 局 に 説

明 を 求 め ま す 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 配 布 説 明 資 料 を 用 い て 、 説 明 を 行 う 。  

 

（ Ａ 委 員 ）  

・ 瑞 穂 市 の 人 口 増 加 は 大 き な 強 み と 考 え ら れ 、 こ の 傾 向 を ぜ ひ 生 か し て い

た だ き た い 。 人 口 増 加 に つ い て 、 要 因 は ど の よ う に 考 え て い る か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ JR 穂 積 駅 や 国 道 ２ １ 号 と い っ た 交 通 利 便 性 に よ る 住 み や す さ で あ る と 考

え ま す 。 ま た 、 地 価 が 安 い こ と も 一 つ の 要 因 で は な い か と 考 え て い ま

す 。  

 

（ Ｂ 委 員 ）  

・ 今 の 意 見 に 関 し て 、 岐 阜 県 で 人 口 が 伸 び て い る の は 、 瑞 穂 市 と 美 濃 加 茂

市 の み で あ る 。 両 市 と も 、 名 古 屋 市 等 へ の 主 要 地 域 へ の 利 便 性 が 良 い と

い う の が 挙 げ ら れ る 。 市 内 に お い て も か な り 水 田 が 宅 地 化 さ れ つ つ あ

り 、 庭 付 き の 戸 建 て と い う こ と か ら 子 育 て 環 境 と し て は 最 適 だ と 思 っ て

い る 。 し か し 、 ３ ０ 年 と か ５ ０ 年 と い う 長 い 目 で み れ ば 、 人 口 減 少 に な

る の で 、 認 識 し な け れ ば な ら な い し 、 全 国 的 に は 島 根 県 や 鳥 取 県 の よ う

に 以 前 か ら 人 口 減 少 が 始 ま っ て い る 地 域 で は 、 人 口 減 少 対 策 の 先 進 県 で

あ り 、 い か に し の ぐ か と い う こ と で 、 い い 部 分 は 参 考 に し な が ら 、 瑞 穂

市 独 自 の ま ち づ く り を 考 え て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え て い る 。  

 

（ Ｃ 委 員 ）  

・ 人 口 予 測 に よ る と 、 ２ ０ ３ ０ 年 頃 か ら 人 口 減 少 が 始 ま る と の こ と で あ

り 、 庁 舎 建 設 の タ イ ミ ン グ と 近 く な っ て い る 。 新 庁 舎 建 設 と 人 口 減 少 を

ど の よ う に 結 び 付 け て 考 え て い く の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 新 庁 舎 建 設 を き っ か け に 瑞 穂 市 の ま ち づ く り に 繋 げ て い く こ と で 、 人 口

減 少 へ の 動 き を 少 し で も 食 い 止 め れ る よ う に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え

て い ま す 。  

 

（ Ｄ 委 員 ）  

・ 資 料 Ｐ ３ 将 来 人 口 予 測 に 記 載 さ れ て い る 老 年 人 口 と は 何 歳 以 上 の 方 か 。

新 庁 舎 建 設 に あ た っ て は 、 利 用 者 の 割 合 も 重 要 に な っ て く る と 思 う 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 老 年 人 口 は ６ ５ 歳 以 上 で す 。 ま た 、 年 少 人 口 が １ ４ 歳 ま で で あ り 、 生 産

年 齢 人 口 が １ ５ 歳 か ら ６ ４ 歳 ま で で す 。  
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（ Ｂ 委 員 ）  

・ 資 料 Ｐ ８ に 昭 和 ５ １ 年 の 災 害 状 況 と し て 、 浸 水 深 が 表 示 さ れ て い る が 、

現 在 、 同 じ 状 況 の 雨 が 降 っ た 場 合 に 、 現 在 の 治 水 の 状 況 を 伺 い た い 。 ま

た 、 穂 積 駅 周 辺 の ま ち づ く り の 今 後 に つ い て も 教 え て い た だ き た い 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 長 良 川 の 浚 渫 工 事 が 進 ん で い て 、 河 川 の 流 下 能 力 が 昭 和 ５ １ 年 の 時 点 よ

り 向 上 し 治 水 対 策 が 進 ん で い る と 考 え て い ま す 。 ま た 、 穂 積 駅 周 辺 の ま

ち づ く り で す が 、 地 方 創 生 の 取 り 組 み と し て 、 交 流 人 口 や 流 入 人 口 を 増

や そ う と イ ベ ン ト な ど を 開 催 し て い ま す 。 穂 積 駅 に つ い て は 周 辺 の １ ５

万 人 圏 域 の 拠 点 と し て 考 え て い て 、 一 日 １ ． ８ 万 人 の 利 用 者 が い ま す 。

ま ず は 南 口 の イ ン フ ラ 整 備 の 事 業 化 に 向 け て 地 元 協 議 を 進 め て い ま す 。  

 

（ Ｃ 委 員 ）  

・ 水 害 に 対 し て は 、 ど の エ リ ア に お い て も 浸 水 被 害 が 想 定 さ れ る こ と か

ら 、 建 設 場 所 で の 対 応 と い う よ り 、 建 築 物 に お け る 対 応 と い う 面 が 強 い

よ う に 感 じ る 。  

 

（ 会 長 ）  

・ 穂 積 駅 周 辺 の ま ち づ く り は 、 新 庁 舎 建 設 と も 関 わ っ て く る た め 、 こ の 検

討 委 員 会 の 中 で 状 況 報 告 を お 願 い し た い 。  

 

（ Ｅ 委 員 ）  

・ 災 害 対 応 に つ い て 、 新 庁 舎 が 災 害 対 策 本 部 と な る と 思 う の で 、 災 害 対 策

は 重 要 な 項 目 で あ る と 考 え る 。 庁 舎 を 統 合 し 、 コ ン パ ク ト 化 を 目 指 す と

い う 説 明 で あ っ た が 、 統 合 す る こ と に よ り 、 不 便 に な る 方 が 増 え る と 思

う 。 そ の よ う な 中 に お い て 、 ど の よ う な 問 題 点 か ら 統 合 す る こ と に な っ

た の か 説 明 し て い た だ き た い 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 資 料 Ｐ １ ７ に お い て 課 題 を 整 理 し て い ま す 。 担 当 部 署 が 庁 舎 ご と に 分 か

れ て い る こ と に よ る 所 在 の わ か り に く さ の た め 市 民 サ ー ビ ス や 利 便 性 の

低 下 、 ま た 老 朽 化 に よ る 修 繕 費 の 増 大 、 ス ペ ー ス が 狭 い 、 バ リ ア フ リ ー

へ の 対 応 と い っ た こ と か ら １ 庁 舎 体 制 と し て 統 合 し て い き た い と 考 え て

い ま す 。  

 

（ Ｆ 委 員 ）  

・ 新 庁 舎 建 設 の １ 庁 舎 体 制 に 移 行 す る こ と は 前 提 条 件 な の か 、 そ れ と も 、

そ こ の 議 論 か ら 始 め る の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 平 成 ２ ９ 年 に 策 定 さ れ た 「 瑞 穂 市 庁 舎 将 来 構 想 」 に お い て 、 ４ つ の 課 題

を 掲 げ 、 １ 庁 舎 体 制 に 移 行 す る こ と に つ い て 、 議 会 へ 報 告 し 策 定 し て い

ま す 。 ま た 、 新 庁 舎 建 設 に 向 け て の 基 金 も 積 み 始 め て い る の で 、 前 提 条

件 と し て 進 め て い た だ き た い と 考 え て い ま す 。  

 

（ Ｆ 委 員 ）  

・ 新 庁 舎 へ 求 め る 役 割 と し て は 、 瑞 穂 市 に 住 ん で い る 方 を い か に 引 き 留

め 、 市 と し て の シ ン ボ ル と な り 、 そ こ か ら 文 化 な ど が 発 展 し て い く よ う

な 場 所 に な れ ば い い と 思 う 。 市 民 が 集 い ・ 交 流 し あ え る よ う な 機 能 が 必

要 で あ り 、 そ の た め に も 新 庁 舎 建 設 は 重 要 で あ る と 考 え る 。  
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（ Ｇ 委 員 ）  

・ 新 庁 舎 建 設 に お い て 、 県 内 の 自 治 体 で 行 わ れ て い る が 、 行 政 サ イ ド 、 検

討 委 員 会 の 意 見 、 議 会 の 意 見 と い う の が 、 な か な か 擦 り あ わ な い と い う

事 例 も 聞 い て い る の で 、 そ れ ぞ れ が 、 共 通 認 識 ・ 情 報 共 有 を 図 り 、 協 力

し な が ら 進 め て も ら い た い 。  

 

（ Ｅ 委 員 ）  

・ 新 庁 舎 建 設 に 向 け て 基 金 を 積 み 立 て て い る が 、 具 体 的 に 想 定 し て い る 規

模 な ど は あ る か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 新 庁 舎 建 設 基 本 構 想 に お い て 、 新 庁 舎 の 床 面 積 と し て 約 13 , 0 0 0 ㎡ と 算 出

し て い ま す 。  

 

（ Ｅ 委 員 ）  

・ 床 面 積 の 想 定 が あ る の で 、 必 要 な 土 地 の 広 さ 、 建 物 の 高 さ な ど の 想 定 に

つ い て あ れ ば 教 え て い た だ き た い 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 次 回 以 降 に 条 件 や 費 用 な ど の 具 体 的 な 内 容 の 議 論 を 考 え て い ま す 。  

 

（ Ｈ 委 員 ）  

・ 穂 積 庁 舎 と 巣 南 庁 舎 の 建 築 し た 時 代 の 違 い に よ り 、 会 議 室 を 例 に 挙 げ て

も 、 使 い や す さ の 点 で 大 き く 違 い が あ る の で 、 新 庁 舎 建 設 は 必 要 で あ る

と 考 え て い る が 、 多 額 の 費 用 を 要 す る 事 業 で あ る の で 、 説 明 資 料 は 揃 え

て い た だ き た い 。  

 

（ 会 長 ）  

・ 新 庁 舎 へ の 役 割 や 機 能 に つ い て 、 意 見 な ど は ど う か 。  

 

（ Ｂ 委 員 ）  

・ IT や ス マ ー ト 機 能 と い っ た デ ジ タ ル 化 へ の 対 応 や 災 害 に 強 い 、 環 境 へ 配

慮 し た シ ン ボ ル 性 の あ る 新 庁 舎 を 期 待 す る 。 ま た 、 市 民 の 憩 い と し て コ

ミ ュ ニ テ ィ の た め の 空 間 も 大 事 な 要 素 で あ る と 考 え る 。 さ ら に 、 産 官 学

の 連 携 の 場 な ど に も 留 意 し て い た だ き た い 。  

 

（ Ｉ 委 員 ）  

・ 他 の 自 治 体 の 新 し い 庁 舎 は 、 １ 階 な ど に コ ミ ュ ニ テ ィ ス ペ ー ス み た い な

広 い 空 間 が あ り 、 市 民 同 士 が 交 流 で き る ・ 集 え る よ う な 場 所 が あ り 、 新

庁 舎 に も 必 要 な 機 能 で あ る と 思 う 。  

 

（ Ｄ 委 員 ）  

・ 瑞 穂 市 が 子 育 て し や す い ま ち と い う こ と を ア ピ ー ル し て い る の で 、 若 者

世 代 の コ ミ ュ テ ィ の 創 出 と い っ た こ と で 、 小 さ い 子 を 連 れ た お 母 さ ん や

子 供 た ち の 集 ま る 場 所 と し て 新 庁 舎 が 担 っ て ほ し い と 感 じ て い る 。  

 

（ Ｆ 委 員 ）  

・ 総 合 セ ン タ ー 、 市 民 セ ン タ ー 、 巣 南 公 民 館 、 図 書 館 と い っ た 公 共 施 設 は

新 庁 舎 建 設 と あ わ せ て ど の よ う に し て い く 考 え か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 一 部 施 設 に つ い て は 、 新 庁 舎 と あ わ せ て 集 約 化 し て い き た い と 考 え て い
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ま す が 、 図 書 館 、 総 合 セ ン タ ー に つ い て は 、 現 在 の と こ ろ 集 約 す る 想 定

は し て お り ま せ ん 。  

 

（ Ｆ 委 員 ）  

・ 新 庁 舎 の 中 に 図 書 館 機 能 を 入 れ る と か 、 内 部 の 機 能 に つ い て 、 こ の 委 員

会 の 中 で 検 討 で き る の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 新 庁 舎 の 床 面 積 13 , 0 0 0 ㎡ も 決 定 し た も の で は な く 、 必 要 な 機 能 な ど の 意

見 を 伺 い な が ら 計 画 を 進 め て い く 予 定 で す 。  

 

（ Ｉ 委 員 ）  

・ 各 委 員 は 、 各 種 団 体 を 代 表 し て 参 加 し て い る 方 や 、 公 募 委 員 の 方 な ど 、

こ の 委 員 会 に お い て も 市 民 の 意 見 を 反 映 で き る と 思 う 。 議 論 の 過 程 に お

い て 、 さ ら に 多 く の 市 民 の 方 の 意 見 を 参 考 に し な が ら 議 論 を 進 め て い く

こ と も 考 え ら れ る が 、 幅 広 く 市 民 の 意 見 を 伺 え る 機 会 に つ い て ど の よ う

に 考 え て い る の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

・ 市 民 説 明 会 は 開 催 し た い と 思 っ て い ま す 。 ま た 、 基 本 計 画 策 定 に 際 し て

は 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト も 実 施 す る 予 定 で す 。  

 

【 会 長 】  

・ 次 回 は 、 具 体 的 な 建 設 場 所 な ど の 議論をすることとし、本日の議事は終了とし

ます。 

 

 

閉  会  

 

 

事 務 局  

(担 当 課 ) 

瑞 穂 市  総 務 部  財 務 情 報 課  

  T E L： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 3 1  

  F A X： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 0 3  

  e - m a i l： za i m u @ c i t y . m i z u h o . l g . j p  
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